


このコメは、生産農家が自主的に検査に持ち込こんだものだそうですが、検査に持ち込まなければ市場に出

回る可能性があったわけで、検査体制の「目の粗さ」が指摘されるところです。 

これまでに我々も放射能について相当学習をし、ホットスポットとなりやすい場所も、ある程度見当がつ

くようになってまいりました。今回の水田も、くぼ地にあって沢水を使用し棚田の連なる場所で、周囲の放

射性物質が蓄積した可能性が指摘されております。 

 以前、二本松市での予備検査で規制値を超す新米が見つかった場合も、水田が山間にあり山からの沢水を

利用していた同じような環境のところです。先月、あまりにも高く数値は公表できませんが、福島市の中心

市街地でも想像を絶する値のホットスポットに遭遇しました。周囲の雨水が一時的に溜まってしまうような

所です。徐々に線量が低くなる分、条件の悪い場所にはセシウムが集まってしまうことになります。 

このような場所こそしっかりと監視し、悪条件の重なるところは将来にわたって放射性物質が集中する傾

向にあるので、繰り返し除染を行っていく必要があると思っております。  

 日増しに寒さが加わってまいりましたが、皆様にはご清祥のこととお喜び申し

上げます。平素は組合運営に対し、格段のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

東日本大震災の原発事故以降８ヶ月、まことに残念ながら福島市大波地区で収穫

されたコメから、国の暫定規制値を超える６３０ベクレルの放射性セシウムが検出

され出荷停止となりました。 

全量基準値の１キロ当たり５００ベクレルを下回ったとして福島県の「安全宣

言」から１か月を過ぎた時点で、農家の人々は「食べてもらえるだろうか」と不安

を隠せないでいるさなかの出来事であります。 

福島県鉄工機械工業協同組合 

理事長 渋谷修一 

さて、福島県中小企業団体原発事故損害賠償連絡協議会役員として何度か郡山に足を運び会議に出席して

まいりましたが、中央会としては組合および組合員企業それぞれに事情が異なり、農協のように同品目で纏

まって交渉するということは困難であると判断し、東電に対しては個々に賠償請求をしていただくというこ

とになりました。当組合といたしましても８月に組合員の皆様にアンケートのご協力いただき取りまとめた

結果、風評被害の総額は組合全体で１億円を上回るものとなっており、被害の深刻さがあらためて浮き彫り

になったところでございます。（※アンケート結果は最終頁に記載） 

まだまだ東電の本補償は進んでいない模様ですが、被害を受けられた組合員の皆様には事務局とも連絡を

密に対処していただきたく、宜しくお願い申し上げます。 

 

ここのところの円高は、空洞化問題を通り越し産業構造そのものの転換期に差し掛かっているように感じ

られます。組合に対しましても受注先より価格協力の要請が参っており、誠に遺憾ではございますが、組合

員の皆様にもご協力をお願いせざるを得ない状況となっております。ギリシャ、イタリアに続いてスペイン

と財政破綻への不安が広がり、今後の見通しも厳しい中ではありますが、皆様と知恵を出し合いながら乗り

切ってまいりたいと考えておりますので、今後ともご指導ご支援のほど宜しくお願い申し上げます。 
（１億円は６か月間の売上金額） 
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福島市との交友懇談会が開催されました 

平成23年8月31日 ホテル福島グリーンパレスに於いて福島市商工観光部と鉄工組合との交流懇談

会が開催されました。本年度は、3月11日の東日本大震災以降の業界への影響等が報告され、行政の

支援制度が紹介されました。 

災害特別融資制度や雇用奨励助成金・賃借助成金は、震

災後に拡充されている点、工業製品等の放射線測定及び

測定器の貸出等の実施についてわかりやすく説明され

た。 

懇談会終了後、引き続き納涼会が開催 

されました。 

それぞれの立場を超えて、福島の将来に 

ついて語り合いました。 

平成２３年１１月５日（土） Ａ・Ｏ・Ｚに於いて ㈲霞

鉄工所 代表取締役 霞正人氏が市技能功労賞を受賞され

ました。 

氏は当業界の第一人者であり技術指導員の資格を有する先

代を父に持ち、自分はまだまだ及ばないとしながらも、製

缶業一筋に３５年間積んできた技は独自の製法を生み出し

た。仕上がりの美しさには定評があり、受注先からの信頼

は厚く今回の受賞となった。 

 

「表彰式では、久しぶりに緊張したが、異業種の方々の話

が聞けてとても勉強になり、受賞を通しまた自分の肥やし

になりました。」と常に謙虚に高い向上心を持っている人

柄をうかがわせる。 

ＰＴＡ活動や健全育成推進・消防団活動と地域社会にも大

いに貢献しており、今後益々のご活躍を期待します。誠に

おめでとうございました。 



【IT業務効率化研究会が開催されました】 
昨年度から組合間での情報共有等を目的にIT研究会の開

催が行われてきましたが、本年度、本格始動に向けて10

月26日当組合事務所にて研究会が開催されました。皆さ

まへの情報提供や技術情報の共有等、今後は、組合員の

皆様に利用して頂けるよう活動を続けてまいります。 

アクセス方法・操作方法については、組合事務局までお

問い合わせください。 



 



平成23年11月2日より福島県の最低賃金が658円に改定されました。それに伴い厚生労働省の

業務改善助成金制度が事業主を支援します。 

詳しくは、組合事務局にお問い合わせ願います。 

＊平成23年12月5日（月）15：00～福島市産学連携推進事業 

（福島市では、福島大学と市内及び県北地域企業との間の産学連携を促進する為

に、セミナーを開催しています。） 

平成23年度「第2回産学連携セミナー」が開催されます。 

内容・講師：〖ＦＵＫＵＳＩＭＡのモノづくり復興に向けて〗 

       講師 国立大学法人福島大学  教授 山川 充夫 氏 

 

       福島県の復興ビジョンをもとに、こらからの福島県のモノづくりに 

   必要なもの、取り組むべきこと等についてご講演頂きます。 

       この機会にぜひお申込みください。 



 

＊12月15日～1月15日は、年末年始無災害運動週間です。 

今一度、作業の前に整理整頓・安全点検を心がけましょう。 

開催月日 事        項 

８/８ 第3回理事会  

８/３１ 平成23年度福島市商工観光部との交流懇談会及び納涼会  

９/９～10 福島製作所協力会  

９/１２ 商工会議所『復興シナリオ』  

９/２１ ２4年度県予算要望聴取会  

９/２８ 福島県中小企業団体原発事故損害賠償連絡協議会  

１０/５ 組合トップセミナー  

１０/７ 安全衛生リスクアセツメント実践  

１０/１１ 原発事故損害賠償請求説明会  

１０/１３ 第4回理事会 

１０/１４ 桐生商工会議所・工業部会との交換会  

１０/１９ 震災特例助成金研究会（事務組合連合会）  

１０/２６ ＩＴ業務効率化第1回研究会  

１１/５ 市技能功労賞表彰  

１１/９ 福島産業交流フェア2012  

１１/９ 年末調整説明会  

１１/２２ ＩＴ業務効率化第2回研究会  

１１/２５ 平成23年度第2回中央会常任理事会 

◆会議・会合等報告、及び予定 



◎青年部会では随時会員を組合加入企業に限らず、広く募集しております。 

４８歳未満の方は、是非とも入会をご検討ください。 

入会希望の方は組合事務局へお気軽にお問い合わせください。 

青年部会事業報告 
 
   日 時    内 容     開催場所 

 

  8月 5日         定例会           組合2F会議室 

   9月 9日         納涼会            味心 だいのじ 

 11月 17日         定例会            組合2F会議室 

組合事務所に新しい仲間が増えました  

どうぞよろしくお願いします 
 

会計を担当することになりました。 

組合においでの際は声をかけてあげて下さい 
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東京電力原発事故 被害状況アンケート調査結果 


